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・「乗ったよ！見たよ！海の施設の見学会」を開催！ 

～小、中学生２００人を招待～ 

http://wwwtb.mlit.go.jp/kyushu/press/pdf/2011-0309-kaiji.pdf 
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２ 現場リポート 
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----------------------------------------------------------------------- 

▼▼「ＩＭＳＢＣコード」に関する講義を行いました～外航船舶の安全性向上 

に向けて～▼▼ 

----------------------------------------------------------------------- 

ＩＭＳＢＣコード（国際海上固体ばら積み貨物規則）とは、船舶における“固体 

ばら積み貨物”の運送時の船舶および乗組員の安全性向上のため、海上人命安全 

条約（SOLAS条約）に基づき、従前より“ＢＣコード（ばら積み貨物の安全実施 

規則）”で勧告されていたものが、よりその安全性を向上させるために、2011年 

１月１日から同コードとして強制化されることとなったものです。 

なお、ＩＭＳＢＣコード掲載の貨物と荷積み国の主管庁の承認を受けた貨物のみ 

が、ばら積みして輸送できることとなっています。 

 

全国の外国船舶監督官は、日本国内に入港する外国船舶へ立ち入り、同コードも 

含め、ＳＯＬＡＳ条約等の各種国際条約で定められた構造・設備・乗組員の資格 

等の検査（ＰＳＣ）を実施することにより当該船舶の海難事故や海洋汚染の未然 

防止に貢献しています。 

 

さて、去る２月１７日（木）、福岡市内において「博多港エージェント」月例会 

の席上で、九州運輸局の外国船舶監督官がＩＭＳＢＣコードに関する説明を行い 

ました。 

 

博多港エージェント会とは、博多港において外国航路の船舶に関する代理店業務 

業を営なむ会社の情報交換を主とした会ですが、講義は同コードの周知徹底を図 

るとともに、今後の博多港での外国船監督時の更なる円滑な処理を図るために、 

同会からの要請もあって出前講座の形で今回実施したものです。 

  

限られた講義時間でありましたが、出席された方々は、講義中にメモを取るなど、 

熱心に話を聞かれていました。また、『詳細はいつでもお問い合わせを』との案 

内に対し、早速翌日に出席された方から質問をいただくなど、講座を実施して良 

かったと感じた次第です。 

 

外国船舶監督官としては、今後もＰＳＣ業務に関する理解や啓発を図るため、積 

極的に出前講座を行う予定です。 

 

※国土交通省海事局の関連情報ホームページＵＲＬ： 

http://www.mlit.go.jp/maritime/safetyenv/kotaishinsa/kotaishinsatop.html 

 

※出前講座の模様は、次のＵＲＬからご覧になれます。 

http://wwwtb.mlit.go.jp/kyushu/mail_magazine/pdf/photo/photo_116_1.pdf 

 

（海上安全環境部 外国船舶監督官） 
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----------------------------------------------------------------------- 

▼▼「安全の旅に終わりはない！！」▼▼ 

～運輸安全マネジメントへの取組みのさらなる向上を目指して～ 

----------------------------------------------------------------------- 

社団法人日本海事検定協会（ＮＫＫＫ）主催、九州運輸局及び(財)九州運輸振興 

センター後援の運輸安全マネジメントセミナーが２月２４日(木)、福岡市のホテ 

ルセントラーザ博多において開催され、運輸事業者など約１７０名が運輸事業の 

安全の更なるレベルアップを目指して講演に熱心に耳を傾けました。 

 

(社)日本海事検定協会鬼塚会長の主催者挨拶、安藤九州運輸局次長の来賓挨拶に 

続き行われた講演では、(社)日本海事検定協会ＩＳＯ事業関連部長 山田瑞哉、 

国土交通省大臣官房運輸安全監理官付首席運輸安全調査官 峰本健正、日本タン 

カー㈱取締役・安全推進本部事務局長 西村 充弘、㈱日通総合研究所安全コン 

サルティング部 担当部長 長濱 秀幸の４氏がそれぞれ「ＰＤＣＡサイクルの 

基本的な考え方について」、「運輸安全マネジメントへの取組について」、「安全へ 

の取り組み」、「中小運輸企業の安全マネジメントについて」と題して、運輸安全 

マネジメントを進めていくにあってのポイントや運輸事業者における運輸安全の 

ための取組事例等について、判りやすく丁寧に説明をいただきました。 

 

今回のセミナーは、平成１８年１０月に運輸安全マネジメント制度が導入され４ 

年あまりが経過する中、各事業者におきましては、様々な安全管理に係る改善の 

取組みが推進されていますが、一部には、制度に対する理解が浸透していないこ 

ともあることから、これから運輸安全マネジメントの導入を目指す方々を対象に 

「運輸安全マネジメント制度」の一層の浸透・定着に向け検討する際の参考にな 

るように開催されたものです。当日は、安全性の向上に向け高い意識をもって臨 

まれており、講師の説明にメモをとる姿が会場のあちこちで見られました。 

 

運輸安全マネジメントでは、スパイラルアップ（ＰＤＣＡサイクル）で安全の取 

組を向上させていくことが重要です。 

 

九州運輸局では、今後も国土交通省や各事業者団体、その他関係機関とも連携を 

図りながら、運輸安全マネジメントセミナーの開催や運輸安全取組事例等の周知 

資料の作成・公表等を通じ、事業者の安全管理体制の構築・改善に関する支援活 

動を推進してまいります。 

 

※運輸安全マネジメントセミナーの模様は、次のＵＲＬからご覧になれます。 

http://wwwtb.mlit.go.jp/kyushu/mail_magazine/pdf/photo/photo_117.pdf 

 

（総務部 安全防災・危機管理調整官） 

 

----------------------------------------------------------------------- 

▼▼「めじろんｎｉｍｏｃａ」サービス開始▼▼ 

----------------------------------------------------------------------- 

◆「めじろんｎｉｍｏｃａ」誕生！ 

「めじろんｎｉｍｏｃａ」は、大分交通（株）、大分バス（株）及び亀の井バス 

（株）の県内バス会社３社が初めて導入したＩＣカード乗車券です。このＩＣカ 

ードは、西日本鉄道（株）のＩＣカード「ｎｉｍｏｃａ」の方式を採用していま 

す。 

昨年１２月２６日に導入され、大分市内線ほぼ全域及び大分市内～竹田・佐伯・ 

http://wwwtb.mlit.go.jp/kyushu/mail_magazine/pdf/photo/photo_117.pdf


臼杵などへの路線で利用可能です。また、３月２０日からは別府市内、佐伯市内 

などで利用開始予定となっています。 

大分市で行われたオープニングセレモニーには、大分県知事、大分市長、商店街 

の関係者などが多数参加し、期待の大きさを伺わせました。 

 

◆「めじろん」の由来 

「めじろん」は２００８年おおいた国体で活躍したキャラクター（現在は、大分 

県応援団“鳥”に就任。）で、このＩＣカード乗車券の愛称に採用されました。 

ｎｉｍｏｃａのキャラクター「フェレット」とともに、カードのデザインにも描 

かれています。 

 

◆「めじろんｎｉｍｏｃａ」の特徴 

① 全国的にも珍しい「他社間での乗り継ぎ割引」を適用 

「めじろんｎｉｍｏｃａ」を使って同じバス停で６０分以内に乗り継ぐと、最大 

で６０円、乗り継いだバスの運賃が割引になります。 

なお、「めじろんｎｉｍｏｃａ」では、全国的にも珍しい他社間での乗り継ぎ割 

引を実施しています。 

乗り継ぎの際にバス会社が変わっても割引になります。また、大分市内中心部の 

バス停３１本が同一バス停という取扱いになっているためとても便利です。 

 

② 他の交通系ＩＣカードとの相互利用が可能です 

西鉄の「ｎｉｍｏｃａ」、ＪＲ九州の「スゴカ」、ＪＲ西日本の「ｓｕｉｃａ」、 

福岡市地下鉄の「はやかけん」などの交通系ＩＣカードと相互利用が可能ですの 

で、観光や出張などで大分を訪れる方や大分から関東、福岡等へ行かれる方が公 

共交通機関や商業連携した加盟店を利用する際にとても便利です。 

 

～ お出掛け編 ～ 

とある休日に、大分運輸支局から大分県立図書館まで、「めじろんｎｉｍｏｃａ」 

を利用して、バスで出かけてみました。 

 

● ＜往路＞ 大分交通利用 

大分運輸支局最寄りの「大洲運動公園前バス停」から大分市中心部に向かい「竹 

町バス停」で降車、「トキハ・フォーラス前バス停」で乗り換えて県立図書館へ。 

運賃はそれぞれ１６０円ですが、乗り継ぎ割引で乗り換え後の運賃は１００円と 

なりました。 

 

● ＜復路＞ 大分交通から大分バスへ乗り継ぎ 

「県立図書館前バス停」から大分駅まで向かい「大分駅前バス停」で降車、途中、 

少し寄り道をして、「めじろんｎｉｍｏｃａ」が利用できる「海の幸 食堂よっ 

ちゃん」で少し遅めの昼食（お刺身丼）をいただき「めじろんｎｉｍｏｃａ」で 

お支払い、６０分以内の乗り換えで、「竹町バス停」から「大洲運動公園前バス 

停」へ。運賃１６０円が乗り継ぎ割引で１００円となりました。 

 

● 感 想 

乗り継ぐバス会社が変わっても割引が適用されるため、とても使い勝手のよいカ 

ードだと思いました。また、買い物や食事で利用できるというのも大変便利です！ 

 

◆「めじろんｎｉｍｏｃａ」への期待 

なお、「めじろんｎｉｍｏｃａ」が売り上げ枚数は、約８，３８０枚（２月２６ 

日の時点）、利用できる路線での利用率は４．３％とのことです。 



導入されて間もないことや利用可能なエリアが主に大分市内ということもあり利 

用者はまだ多くありませんが、大分では他社間のバスを乗り継ぐケースが多いた 

め、今後利用者は増加していくものと思われます。 

 

また、大分市内では、大分駅付近連続立体交差事業に伴い、１日約５万台の車が 

通行する国道２１０号線大道（おおみち）陸橋の撤去工事が行われています。 

この工事は約７ヶ月間行われるため交通渋滞が懸念されており、大分県は、大分 

市内の交通渋滞緩和対策として公共交通利用促進を呼びかけています。 

「めじろんｎｉｍｏｃａ」誕生により公共交通機関の利用者が増加するとともに、 

中心市街地の活性化や魅力あるまちづくりに繋がることが期待されています。 

 

※オープニングセレモニーの模様ほか本件については、次のＵＲＬからご覧にな 

れます。 

http://wwwtb.mlit.go.jp/kyushu/mail_magazine/pdf/photo/photo_117_3.pdf 

 

（大分運輸支局） 

 

----------------------------------------------------------------------- 

▼▼九州初「九州バリアフリー等連絡会議」を開催▼▼ 

----------------------------------------------------------------------- 

九州運輸局及び九州地方整備局は、平成２３年３月７日、福岡第二合同庁舎にお 

いて九州では初めての「九州バリアフリー等連絡会議」を開催しました。 

 

この会議は、高齢者、障がい者をはじめとする全ての人にとって、安全、快適に 

暮らしていける生活環境を実現するなど、バリアフリー化の推進について、地域 

に密着した情報の共有をはじめとした意見交換等を行うことで相互間の理解を深 

め、より良い協力関係を築き、連携してバリアフリー化の進展を目指すことを目 

的として設置しました。 

 

会議では、九州管内のバリアフリーリーダー、高齢者・障がい者団体、交通事業 

者、自治体からの６２名が参加し、国際医療福祉大学の齋場三十四教授を座長と 

して、行政の施策や取り組みに関する報告、意見交換などが行われました。 

 

バリアフリー施策の取り組みとして、九州運輸局より九州における旅客施設、車 

両等のバリアフリーの現状、及び現状を踏まえた今後の取り組みについて報告を 

行い、自治体からは、情報提供としてバーキングパーミット制度、みんなのトイ 

レの設置、携帯電話・デジタルテレビからも使用可能なバリアフリーマップ情報 

の開設。 

 

啓発活動として小中学校を対象とした出前講座、交通事業者・旅館を対象とした 

総合学講座、ユニバーサルデザイン実践のための手引書の作成などの取組み報告 

がありました。また、交通事業者からは地域の実情に応じた旅客施設の整備に取 

り組んでいきたい、業務研修を計画的に実施していく。との報告がありました。 

 

意見交換では、障がい者等団体から「外見上わかりづらい聴覚障がい、発達障が 

い等、障がいにも多種多様であることを理解し、バリアを感じさせない支援体制 

を強化していただきたい。」「日本のハード整備は世界的にも進んでいる。バリア 

フリー・ユニバーサル化による機械化が進み、これからはサポートする人が必要 

となってくる。」などの意見が出されました。 

 

http://wwwtb.mlit.go.jp/kyushu/mail_magazine/pdf/photo/photo_117_3.pdf


最後に、この連絡会議で共有した情報を基に、関係機関で更に連携してバリアフ 

リー化の実現に向けて取り組んでいくことが確認されました。 

 

なお、当日の模様については、次のＵＲＬからご覧になれます。 

http://wwwtb.mlit.go.jp/kyushu/mail_magazine/pdf/photo/photo_117_2.pdf 

 

（交通環境部 消費者行政・情報課） 

 

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆ 

【編集部より】 

編集部では、運輸と観光行政に関する取組や話題、イベントの案内等、地域の情 

報を募集しています。お気軽にお寄せください。 

 

九州運輸局メールマガジン編集部（九州運輸局総務部内） 

mail : mm-kyushu@qst.mlit.go.jp 

Tel:092-472-2312   Fax:092-471-7192 

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆ 
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▼九州運輸局メールマガジンのバックナンバー閲覧はこちらから▼  
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